
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
株式会社 LIXIL では、多様性尊重の観点から、誰もが使える“インクルーシブ※”なパブリックトイレ

空間の普及に取り組んでいます。横浜市総合リハビリテーションセンターによる『知的・発達障害のあ

る子どもの公共トイレの利用実態調査』では、発達障がいのある子どもの保護者においても、約 8 割が

パブリックトイレの利用に困っていることがわかりました。子ども本人が困るケースだけでなく、一緒

にいる保護者が困るケースも多いようです。 
※インクルーシブ（inclusive）とは、「すべてを含んだ、包摂的な」という意味。最近では、「あらゆる人が孤立したり、

排除されたりしないよう援助し、社会の構成員として包み、支えあう」という社会理念を表す言葉として使われる。 
 
パブリックトイレの”バリアフリー”というと、これまで車椅子使用者をはじめとした身体障がい者

への配慮が中心でしたが、発達障がい者への配慮を通じて、人にやさしいパブリックトイレ空間のあり

方を考えます。 
 

‐調査結果概要と今後に向けた考え‐ 

●発達障がいのある子どもの多くがトイレの“ニオイ”や“音”が苦手 
パブリックトイレで「どのようなことで困っているか」を聞いたところ、最も多かったのは「汚れ

やニオイ」に関することでした。子どもが便器や床などを触ることやパブリックトイレ特有の芳香剤

のニオイを嫌がるなどの回答が多くみられました。また、「子どもが苦手な感覚」について聞いたとこ

ろ、最も多かったのは「音」に関する感覚で、「ハンドドライヤーなどの大きな音が突然鳴ることが苦

手」「赤ちゃんの鳴き声が嫌い」など、音に関する意見が多くありました。 

●保護者視点からの多機能トイレの困りごと、約 4 割が「子どもが外に出ようとする」経験あり 
発達障がいのある子どもの介助やおむつ交換のために利用される「多機能トイレ」。保護者自身がト

イレを利用したい場合も、子どもを外に待たせておくのは心配なため、一緒に多機能トイレに入るケ

ースが多く見られますが、その際、約 4 割の保護者が「子どもが外に出ようとする経験がある」と回

答。すぐに手の届く位置にカギがあると容易に開けることができてしまうため、子どもの手の届かな

い場所に補助のカギを配置するなどの工夫が求められています。 
 
発達障がいのある子どもと保護者が一緒に入れる男女共用「広めトイレ」の検討 

LIXIL では、本調査を行った社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団 横浜市総合リハビリテー

ションセンター研究開発課の西村 顕先生とともに、ソリューションコンテンツとして、発達障がいのあ

る子どもとその保護者に安心してお使いいただける、男女共用「広めトイレ」のプランニングも進めて

います。 
男女共用「広めトイレ」では、ニオイや音、光にも配慮し、お子さまにもリラックスしてお使いいた

だくための様々な工夫を提案しています。発達障がいのある子どもとその保護者のほか、高齢夫婦など

の異性同伴や、トランスジェンダーなど性的マイノリティの方からもニーズがあり、人にやさしいパブ

リックトイレ空間のひとつの要素になると考えます。 
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【インクルーシブなパブリックトイレを目指して】 

『知的・発達障害のある子どもの公共トイレの利用実態調査』結果から見る 

人にやさしいパブリックトイレ空間のあり方とは 
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＜参考資料＞ 

■『知的・発達障害のある子どもの公共トイレの利用実態調査』について 
調査機関：社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団、日本工業大学、横浜国立大学 
調査方法：横浜市内の地域医療センター10 施設、特別支援学校 7 校（いずれも知的障害部門）に 

調査用紙を配布 
調査対象：発達障害のある子どもを持つ保護者 
総回答数：1164 サンプル 
調査時期：2017 年 4～6 月 
 
【発達障害とは】 
『「発達障害」とは、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害、その他

これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において発現するものとして政令で定めるものをいう。』（発

達障害者支援法第二条第一項より） 
上記の定義では、「知的障害」は発達障害に含まれていませんが、発達障害のある人の中には知的障害を伴う人も少な

くないため、本調査では知的障害も発達障害の中に含んでいます。 
 
 
■調査結果サマリー 
1．約 8 割の保護者がトイレで困っている 
調査では、実際に、発達障がいのある子どもを持つ保護

者の約 8 割が「パブリックトイレで困ったことがある」

と回答しています。子ども本人が困るケースだけでな

く、一緒にいる保護者が困るケースも多いようです。 
 
 
2．トイレで一番の困りごとは「汚れやニオイ」 
発達障がいの特性の一つとして、さまざまな感覚がとても敏感で生活に不便を感じ

る「感覚過敏」があります。ニオイや音、光などに過敏に反応して、肉体的にも精

神的にも疲れてしまいやすく、また、恐怖心からパブリックトイレに入ることがで

きなくなってしまうケースもあるようです。 
パブリックトイレで保護者が「どのようなことで困っているか」を聞いたところ、

最も多かったのは「汚れやニオイ」に関することでした。子どもが便器や床などを

触ることやパブリックトイレ特有の芳香剤のニオイを嫌がるなどの回答が多くみら

れました。また、「異性介助」に関する意見も多く、異性の子どもと保護者の組み合

わせがトイレ選びに困っていることがうかがえます。 

また、子どもが苦手な感覚について聞いたところ、最も多かったのは「音」に関する感覚でした。「ハンド

ドライヤーなどの大きな音が突然鳴ることが苦手」「赤ちゃんの鳴き声が嫌い」など、音に関する意見が多

く聞かれました。ハンドドライヤーやトイレ用音響装置は多くの人にとって便利なものですが、大きな音

が苦手な人のことを考えると、予想できない大きな音を避けることができない／できる空間で分けるとい

う発想があってもよいのかもしれません。 
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3．保護者（介助者）視点からみた多機能トイレの困りごと 
アンケートでは約7割の保護者が多機能トイレを利用すると回答しており、その理由で最も多かったのは

「保護者が一緒に使うため」で、次いで「おむつ交換のため」、そして「異性介助のため」でした。多機能

トイレほどの広さや設備は必要としなくても、異性の子どもと保護者が一緒に入れるトイレへのニーズが

高いことがわかります。※本調査では、発達障がいのある子どもの2～3割がおむつを利用。 
また、保護者がトイレを使うために多機能トイレを利用する際、「子どもが外に出ようとする」ことがよく

あり、アンケートでも、4割の保護者が「経験がある」と回答。すぐに手の届く位置にカギがあると容易に

開けることができてしまうため、子どもの手の届かない場所に補助のカギを配置するなどの工夫が求めら

れます。 
 

 
 
また、4割以上の保護者が多機能トイレ利用時に「車椅子の方が来ないか心配になることがある」と回答

しています。一方では、車椅子使用者の94%が「多機能トイレで待たされた経験がある」という実態もあ

ります。オストメイトや乳幼児連れ、高齢者などさまざまな人に配慮した機能を盛り込んだことで、広く

て使いやすい多機能トイレに利用者が集中し、その結果、車椅子使用者が利用できないという問題が生じ

ており、オストメイトやおむつ交換などの設備を分散して配置する流れがありますが、今後は、発達障が

いのある子どもとその保護者に配慮したトイレを増やすことも重要課題の一つといえます。 
 

 
■有識者のコメント： 

社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団  

横浜市総合リハビリテーションセンター研究開発課 

主任 西村 顕 氏 

 

 

 

発達障がいは周囲からの見た目だけでは分かりにくい障がいです。そのため公共トイレでの発達障がい

に対する整備や配慮はこれまでほとんどされてきませんでした。そこで今回、発達障がいのある子ども

がいる保護者 1,000 人以上から公共トイレでの困り事など、その利用実態を詳細に調査しました。  
この調査結果より今回、株式会社 LIXIL と一緒に公共トイレにおける具体的な提案を試みました。この

公共トイレが実現すれば、発達障がいのある人たちの社会参加の促進につながり、本人や家族、支援者

の負担は大きく軽減されるでしょう。私たちの研究成果が、発達障がいに対する社会全体の理解を促し、

多様性を認めあえる成熟した社会への一助となれば幸いです。 
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■人にやさしいパブリックトイレ空間のあり方について 
1．発達障がいのある子どもへの配慮ポイント例 
カーテンや着替え台の設置、カギの位置の設定など、発達障がいのある子どもとその保護者に配慮した

トイレを目指した工夫が考えられます。 
 

 
2．発達障がいのある子どもと保護者が一緒に入れる男女共用「広めトイレ」の検討 
発達障がいのある子どもとその保護者に安心してお使いいただける、男女共用「広めトイレ」のプランニ

ングも進めています。ニオイや音、光にも配慮し、お子さまにもリラックスしてお使いいただくための様々

な工夫を提案しています。 
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